
学校安全計画 留萌聖園幼稚園 【令和５年度改訂】

月 ４ ５ ６ ７・８ ９

○園内の安全な生活の仕 ○園内の安全な生活の仕 ○雨の日の安全な生活の ○夏休み中の安全な生活 ○園内の安全な生活の仕

方 方 仕方 の仕方 方

・登降園の仕方 ・生活や遊びの中で必要 ・登降園時には傘の使用 ・外出時の約束 ・登降園時の約束、遊具

生 ・遊びの場や遊具（固定 な道具や用具の使い方 はしない ※行き先を言って行く ・用具、固定遊具の安全

遊具を含む）、用具の （いす・はさみ・箸、 ・バスの車内や玄関を走 ※子どもだけで自転車で な使い方の確認（雲梯・

活 使い方 等） らない。 遠出しない 滑り台・キックボード）

・困った時の対応の仕方 ○集団で行動するときの ・室内でばかり遊ばない ○戸外で体を十分に動か

安 ○園外保育での安全な歩 約束 ○乗り物に乗る際の約束 （ゲーム等は時間を決め して遊ぶ

き方 ・一人で行動しない ・列車の車内での約束 て遊ばせる） ○集団で行動する時の約

全 ・並ぶ、間隔を空けない ・勝手に外に出ない ・駅ホーム、構内での約 ・花火の遊び方 束

安 等 ・階段、廊下での危険に 束 ※必ず大人と一緒にする ・集合の合図・友達との

・通園バスの乗り降りの ついて話す（走らない ・車中での過ごし方 ○祭典時の約束 歩行

仕方や待ち方の約束 ・右側を歩く等）

○安全な登降園の仕方 ○春の交通安全教室【こ ○雨の日の安全な歩行の ○休み中の交通安全の徹 ○遠足・園外保育時の交

全 交 ・初歩的な交通安全の約 ぐまくらぶ・市交通指 仕方 底 通安全の確認と徹底

束 導員】 ・道路で遊ばない ・道路の端を歩く

通 ・バスの乗り降りの約束 ・横断歩道の渡り方 ○園外保育（遠足）での ・自転車に乗る時の約束 ・ふざけながら歩かない

の徹底 ・信号の色の意味 安全な歩き方 ・交通量が多くなる時期

教 安 ・簡単な標識を知る なので道路の横断に注意

する

全

育

○防災ずきんのかぶり方 ○災害発生時の避難の仕 ○子どもだけで海や川に ○避難誘導訓練の実施

の練習 方 近づかない ・地震を想定しての避難

災 ○避難訓練時の約束の徹 ・放送、教職員の指示を 訓練（シェイク・アウト

底 聞き速やかに避難する ○出先で迷子になった時 参加）→防災ずきんの着

害 ・上靴のまま避難する ・私語をしたり、泣いた の対応を身に付ける 用

・先生の指示に従う（勝 り、ふざけない ・保護者から離れて行動 ◎災害発生時の保護者へ

安 手な行動をしない） しない（手をつなぐ） の緊急連絡および園児引

・「おかしの約束」（押 ※避難誘導訓練の事前の ・泣かないで名前を言う き渡しの訓練

全 さない・駆けない・喋ら 職員間の確認 ・知らない人について行

ない）の徹底 ※１回目はパニックにな かない

※職員配置確認 らない様、事前に周知 ・車に乗らない

してから実施する

◎川の近くで遊ばない

入園式 園外保育・お散歩 春の遠足 運動会・ウキウキ思い出 シェイク・アウト参加

行事 避難訓練（スモーク訓練） 保育・夏祭り 避難訓練

○安全点検表の作成 ○遠足のコースと目的地 ○幼児の動線を考え、園 ○園舎内外の施設・設備 ○使い慣れた遊具、場所

安 ○園内外の環境の点検、 の下見、危険箇所の確 内・室内での安全な遊 の見回りと点検 の安全指導の徹底

整備、清掃 認 びの場作りの工夫 ○危険な行動に対する、

全 ○保育室の遊具、用具の ・雨天時の避難場所 ○新学期が始まる前に、 教職員同士の共通理解、

点検、整備、清掃 ・現地の状況把握（トイ 保育室内外の清掃、遊 指導の徹底

管 ○室内換気の徹底 レ等の設備） ◎安全運転管理者講習 具、用具の安全点検

○消防関係書類作成・提 ・乗車時のスロープの確

理 出（新年度） 認（車椅子利用児） ※園バスの点検・整備

※園バスの点検・整備、置き ※火災報知器等設備点検

去り防止システムの確認

○園だより等で、園生活 ○交通安全指導の様子を ○緊急時（災害等）の園 ○夏休み中の交通安全及 ◎災害発生時の保護者へ

を安全に過ごすための インスタで発信 児の引き渡しについての び防犯についての情報提 の緊急連絡および園児引

学 組 きまり、約束を連絡（登 ○園周辺の危険箇所の確 周知と確認 供 き渡しの訓練の実施

校 織 降園の仕方、園児引き 認と対策についての話 ○夏休み中の過ごし方

安 活 渡しの仕方、出欠の連 し合い・研修 ○熱中症や脱水症につい （健康生活・落雷、台風 ○園周辺の道路等の安全

全 動 絡の徹底、ケガ・病気 ての資料を提示。理解し などの気象災害への配慮 確認、危険な場所の確認

に ・ に関する連絡方法、災 た上で家庭で出来る対応 事項の確認）の情報提供 と注意喚起

関 研 害時の対応） 策を検討してもらう

す 修 ・通園状況の把握 ※防災訓練（通報・消火）

る 含 ・緊急連絡メールの登録 ○食中毒についての注意 ※不審者対応訓練

む ○園庭遊具の点検と整備 喚起



１０ １１ １２ １ ２・３

○様々な遊具や用具の安 ○暖房器具の危険性、安 ○冬の健康な遊び方、感 ○雪山遊び時の注意事項の ○寒冷地の生活安全指導

全な使い方、片付け方（マ 全に関する約束 染症にならないための対 確認 ・雪解け時期の危険回避

ット・巧技台等） ※後に使う人の安全を考 策（インフルエンザ・胃 ・道路では遊ばない、安全 ○就学に向けての交通安

○幼稚園以外の場所の保 えた片付け方（年長児） 腸炎等） な場所で遊ぶ 全の意識を持たせる。ま

育時の安全確認 ○様々な遊具の安全な遊 ・素早い身支度の練習→避 た指導と確認。

・文化センターでの練習 び方、使い方（ボール・ 難時に役立つ

にあたっての安全指導 ○不審者対応 縄跳び・フープ・肋木・ 【引き続き】

・不審者が園に侵入した トランポリン等） ○冬の健康な遊び方、感染

時の避難や対応（通報 症にならないための対策

等）の確認。 （インフルエンザ・胃腸炎

等）

○秋の交通安全指導 ○園送迎バス利用時の注 【冬期間継続して】 ○冬の安全指導 ○凍結路面・雪解け路面

・横断歩道・信号の渡り 意事項の再確認 ○道路脇の積雪が多くな ・冬道の交通安全（人・車 での交通安全

方の確認 ○冬に向けての安全指導 って来てからの注意事項。 の両面から） ○通学路の確認をする

・道路（車のそば）での ・冬道の交通安全（人・ ○凍結路面での注意事項 ・積雪による視覚の妨げの

注意事項 車の両面から） の認識と対応

○園バスを利用しての保

育中の安全管理

○秋の火災予防運動の啓 ○身支度をしての避難訓 ○強風（吹雪）や大雪の ○家庭での火の取扱いの注 ○身支度をしての避難訓

発 練（防寒着・冬靴）に向 時の身の守り方、対応、 意と確認 練の実施

・ポスター掲示 けて練習 注意事項 ○室内の温度と換気

・火災予防の視聴覚教材 ○防寒対策（衣服での調節）

による指導 ○暖房器具の危険性、安

全に関する約束の徹底

○避難経路の確認と訓練

・第二次避難場所までの

避難訓練

生活発表会 職場訪問 クリスマス会 身支度避難訓練

秋の遠足 身支度避難訓練

○暖房器具の点検、使用 ○暖房器具の周りの安全 ○文化センター利用時の ○狭い道幅での送迎バスの 【引き続き】

するための準備 確認 安全管理 安全な運行 ○狭い道幅での送迎バス

・危険ゾーンにテープを ・避難経路の把握と確認 ○雪山遊び時の注意事項 の安全な運行

○文化センター利用時の 貼る ・舞台装置等に手を触れ

安全管理 ・ストーブの傍に近寄ら ない様に指導、監視する。 ○一年間の安全点検の評

・避難経路の把握と確認 ない、触らない 価・反省

・舞台装置等に手を触れ ○除雪機使用時の注意事 ・次年度に向けて検討

ない様に指導、監視する。 ※園バスの点検・整備 項の確認・点検

※園バスの点検・整備

※火災報知器等設備点検

○秋の交通安全教室の実 ○園送迎バス利用時の注 ○インフルエンザやノロ ○冬の交通安全（市交通指 ○就学に向けての心構え

施 意事項の確認（冬時間へ ウィルスによる胃腸炎等 導員による） （通学路の確認・危険ヵ

の移行時期に） の集団感染予防のための 【引き続き】 所の確認）→小学校との

○暖房器具の整備・点検 注意事項の徹底 ○インフルエンザやノロウ 連携

○風邪予防 ○緊急連絡メールの確認 ィルスによる胃腸炎等の集 ○園内の年間安全管理措

・換気 団感染予防のための注意事 置等の反省点を学校評価

・うがい、手洗いの徹底 ○室内換気の徹底 項の徹底 にて保護者に報告

・風邪様症状のある時の

マスクの着用（年間を通

して）


